
小池司朗・菅桂太・鎌田健司・石井太・岩澤美帆（社人研）・山内昌和（早稲田大）

「近年の出生動向と再生産水準回復の可能性：日本の場合」

原俊彦（札幌市立大）

「「全国小地域別将来人口推計システム」のデータを用いた人口密度別推計の試み」

井上孝（青山学院大）

「岩手県大槌町にみる「仮設住宅を出られない人々」に関する考察」

飯坂正弘（農研機構・中央農業研究センター）

「近年の出生動向分析～東北地方の状況について～」

佐々井司（社人研）

「非大都市圏に住む大都市圏出身者の特性」

清水昌人（社人研）

「移動経験と生きづらさとの関係に関する試験的分析

～よりそいホットラインの継続支援相談者を対象として～」 丸山洋平（札幌市立大）

（貴志匡博 記）

低出産の指標と政策に関する国際セミナー

2018年12月10～11日，韓国統計庁と国連人口基金が共催するInternationalSeminaronIndicators

andPoliciesofLowFertilityがソウル特別市のフォーシーズン・ホテルで開催され，当研究所から

は筆者と福田節也企画部室長が招聘された．2日間にわたるセミナーは，オープニングと4つのキー

ノート・スピーチ（ThomasSobotoka,SeulkiChoi,Doo-SubKim,StuartGietel-Basten），およ

び次の5つのセッションで構成された．

1.DeterminantsofLowFertility

2.LocalCityLandscapeintheEraofLowFertility(PopulationDecrease)

3.Socio-culturalDeterminantsof,andPolicyResponsestoLowFertility

4.EconomicImpactsonLowFertility

5.FutureDirectionsofLowFertilityPolicies

筆者は第5セッションの報告者として登壇し，福田室長は第1セッションの報告者に加え第5セッ

ションの討論者としても登場した．TomasSobotoka（ウィーン人口研究所），LaurentToulemon

（フランス国立人口研究所），StuartGietel-Basten（香港大学），薛承泰（国立台湾大学）ら著名な

人口学者に加え，出生促進策のセミナーに招聘されることが少ないアメリカ人が数名招かれていたの

が珍しかった． （鈴木 透 記）

ウメオ大学社会学部及び人口・高齢化研究センター合同セミナー

スウェーデン・ウメオ大学社会学部及び同大学人口・高齢化研究センターの招聘を受け，2019年1

月11日（金）に，本研究所の福田節也・企画部第2室長が「21世紀日本におけるジェンダー，政策，

家族形成（Gender,PolicyandFamilyFormationinthe21stcenturyJapan）」と題する講演を行っ
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